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８
月
２
日
、
さ
つ
ま
町
誕
生
10
周
年
記
念
さ
つ
ま
町
夏
ま

つ
り
が
宮
之
城
屋
地
・
虎
居
商
店
街
を
中
心
に
開
催
さ
れ
、

町
内
外
か
ら
約
２
万
人
が
訪
れ
、
祭
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

山
車
巡
行
や
元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
み
こ
し
、
威
勢
の

い
い
大
人
み
こ
し
や
可
憐
な
女
み
こ
し
な
ど
が
練
り
歩
き
、

祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。



広報さつま５ ４広報さつま

・国勢調査では、統計法によって、厳格な個人情報保護が定められています。

・インターネット回答における通信は、すべて暗号化（ＳＳＬ/ＴＬＳ方式）されています。

　また、不正なアクセスなどの監視を24時間行っています。

・国勢調査に従事する者（調査員、地方公共団体の職員など）には、統計法による守秘義務が

　課せられています。

　統計法では、正確な統計を作成するために、調査項目に回答する義務（報告義務）が定め

られています。また、回答を拒んだり虚偽の回答をした場合の罰則も定められています。

国勢調査は、統計法という法律に基づいて、日本に住んでいるすべての人・
世帯を対象として実施する統計調査です。

調査員が皆様のお宅を訪問し、調査書類をお配りします。この調査では、先にインターネットでの回答を

受け付け、インターネットで回答されなかった世帯には紙の調査票を配布して調査を行います。 

　もれなく・重複なく

調査を行うために、訪

問時に代表者の氏名と

世帯の男女の人数をお

たずねします。

いつでもどこでも、便利に回答。

パソコンやスマホでの回答を可能に！

調査票を配布 調査票を提出

インターネット回答は 調査表での回答は

インターネット回答がなかった世帯には調査員

が調査票をお配りいたします！

　国勢調査員は市区町村の推薦に基づいて総務大臣が任命した非常勤の国家公務員です。 

　もれなく・重複なく調査を

行うために、訪問時に代表者

の氏名と世帯の男女の人数を

おたずねします。

国勢調査員が着用している腕章

（見本）

国勢調査員

は右のよう

な国勢調査

員証を身に

つけていま

す。（見本）

国勢調査員が持ち歩く

手さげ袋（見本）

▼国勢調査では、金銭を要求することはありません。また、銀行口座の暗証番号やクレジット

　カード番号などをお聞きすることもありません。

▼国勢調査をよそおった不審な訪問者や、不審な電話・電子メールなどにご注意ください。

　不審に思った際には、回答しないで、速やかに役場企画財政課企画係までお知らせください。

▼調査員は、その身分を証明する「国勢調査員証」を携帯しています。（上図参照）

印

第　　　　　号

氏　　名

年　　月　　日

　この者は、平成２７年国勢調査の

国勢調査員であることを証明する。

　任命期間　　　　年　　月　　日から

　　　　　　　　　年　　月　　日まで

国勢調査員証

総 務 省 統 計 局 長

平成２７年

国勢調査
にご協力ください。

平成27年国勢調査を
全国いっせいに行います

◆国勢調査は回答の義務があります

◆個人情報は厳格に保護されます

９月上旬から　調査員がおうかがいします

９月10日～20日 10月1日～７日

９月10日～12日頃
インターネット回答用IDを配布

９月10日～20日
インターネット回答

９月26日～30日頃 10月１日～７日

■お問い合わせ先　さつま町役場　企画財政課　企画係　電話：53-1111（内線2224）

国勢調査をよそおった「かたり調査」にご注意ください！！

国勢調査員証をさげている青色のひものデザイン（見本）

●国勢調査は、日本の人口や世帯の実態を明らかにするため、統計法（平成19年法律第53号）に基づき

　実施する国の最も重要な統計調査です。大正９年から５年ごとに行われ、今回が20回目にあたります。

●調査結果は、少子高齢化対策、防災対策、地域創生などの重要課題に対する施策に活用されるとともに、

　国民全員の共有の財産として、広く一般の方にもご利用いただけます。

●今回の国勢調査から、従来の調査員への提出又は郵送で提出いただく方法のほかに、

　インターネットでもご回答いただけるようになりました。

　また、パソコンだけでなくタブレット端末やスマートフォンからもご回答いただけます。



高
齢
者
の
年
代
別
内
訳

年齢区分 高齢者
数(人)

 男
(人)

 女
(人)

割合
(％)

65～69歳

70～79歳

80～89歳

90～99歳

100歳以上

合　計

1,793 909 884

1,716

1,940

566

27

1,258

1,039

155

2

21.1

35.0

35.1

8.5

0.3

100

2,974

2,979

8,496 3,363 5,133

721

29

※８月１日現在の住民基本台帳人口による
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ま
ず
、
利
用
者
か
ら
苦
情
や
不
満
な
ど

を
聞
い
た
の
ち
、

●
単
な
る
行
き
違
い
や
情
報
不
足
に
よ
る

　

も
の
か

●
個
人
の
好
き
嫌
い
に
よ
る
要
望
な
の
か

●
介
護
の
質
に
関
わ
る
も
の
な
の
か

●
虐
待
、
詐
取
な
ど
に
あ
た
る
の
か

な
ど
事
実
関
係
を
見
極
め
ま
す
。

　

そ
の
上
で
本
人
へ
の
助
言
や
事
業
所
側

と
意
見
交
換
を
重
ね
て
問
題
の
あ
り
か
を

提
示
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
改
善
に
つ
な

が
る
提
案
を
し
ま
す
。
ま
た
、
行
政
機
関

の
関
与
が
必
要
な
場
合
は
、
事
務
局
（
介

護
保
険
課
）
を
通
じ
て
適
切
な
対
応
策
を

と
り
ま
す
。
疑
問
や
不
安
を
話
せ
る
介
護

相
談
員
の
存
在
は
、
利
用
者
に
安
心
感
を

も
た
ら
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

９
月
21
日
は
、
「
敬
老
の
日
」
で
す
。

ま
た
、
９
月
15
日
は
「
老
人
の
日
」
、
９

月
15
日
か
ら
21
日
ま
で
の
一
週
間
は
「
老

人
週
間
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
目
的

で
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
「
敬
老
の
日
」

　

多
年
に
わ
た
り
社
会
に
尽
く
し
て
き
た

老
人
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
う
。

■
「
老
人
週
間
」

①
国
民
の
間
に
老
人
の
福
祉
へ
の
関
心
と

理
解
を
深
め
る
。

②
老
人
が
自
ら
の
生
活
の
向
上
に
努
め
る

意
欲
を
促
す
。

■
さ
つ
ま
町
の
高
齢
者
の
状
況

　

平
成
27
年
８
月
１
日
現
在
の
本
町
の
高

齢
化
率
は
37
．
１
％
で
、
町
民
の
約
３
人

に
１
人
が
高
齢
者
と
い
う
超
高
齢
社
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
10
月
時
点
で

の
全
国
及
び
鹿
児
島
県
の
高
齢
化
率
が
、

そ
れ
ぞ
れ
26
．
０
％
及
び
28
．
６
％
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
町
の
高
齢
化
率

は
非
常
に
高
い
と
言
え
ま
す
。

　

９
月
は
、
各
地
で
敬
老
行
事
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
高
齢
者
の
方
々
が
安
心
し
て
生

活
し
て
い
け
る
よ
う
、
家
族
の
み
な
ら
ず

地
域
の
方
々
も
一
体
と
な
っ
て
、
声
か
け

や
見
守
り
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
敬
老
の
日
、
老
人
の
日
、
老
人
週
間

を
機
会
に
、
私
た
ち
町
民
一
人
ひ
と
り
が

身
の
周
り
の
高
齢
者
の
方
々
に
対
し
て
で

き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
さ
つ
ま
町
の
長
寿
者
の
状
況

　

本
町
の
１
０
０
歳
以
上
の
長
寿
の
方
は
、

平
成
27
年
８
月
１
日
現
在
で
男
性
２
名
、

女
性
27
名
の
合
計
29
名
で
す
。
ま
た
、
27

年
度
中
に
１
０
０
歳
到
達
さ
れ
る
方
は
、

男
性
２
名
、
女
性
11
名
で
す
。

※
町
で
は
、
90
歳
、
80
歳
に
な
ら
れ
た
方

の
長
寿
を
お
祝
い
し
、
敬
老
商
品
券
を
贈

呈
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
19
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　広大な田畑の耕作を今も現役で楽しみながら行っ

ていらっしゃる米盛さんご夫婦。畑には、柿・桃・

びわ・すももなど様々な果樹が実り、知り合いの

方々に配って喜ばれるのも楽しみの一つ。

　ご主人の公治さんは、県の農政部職員として長年

県内外の農政指導に携わってこられ、定年後、自身

がきっかけとなって若者が自分も農業をやってみよ

うと取り組むのではないかという思いから、田畑の

耕作を始められました。

　長寿の秘訣は、働く目標を決めて、その目標を達

成するために毎日を過ごすこと。「仕事をすること

で、適度な体力づくりにもなり、食事も美味しくな

り、それが健康につながっている。あとは一緒にこ

こまで支えあってきた２人で仲良く過ごすことか

な」と笑顔で話されました。

　90歳代を迎えられた今もお元気で過ごされてい

る外囿さんご夫婦。

　ご主人の哲實さんは、毎朝起きてから家で飼われ

ている５頭の牛を見に行くのが何よりの楽しみ。牛

が大好きで、飼育を70年ほどされており、昭和38

年に鹿児島県代表として出場した九州大会肥育の部

で優秀賞を受賞されたそうです。健康の秘訣は朝夕

欠かさず行う体操と、牛の世話や畑仕事で体を動か

すこと。そして、ご夫婦ともお野菜・豆・お肉など、

バランスの良い食事を取るよう心がけられています。

　奥様のヤスエさんは、週２回の通所リハビリを楽

しみにされています。生きがいは近くに住む娘さ

ん・息子さんに暖かく見守られながら、永年連れ添

った哲實さんと毎日健康に過ごすことだそうです。

　元気で明るい笑顔が印象的なご夫婦でした。

施設利用の様子。（本人の承諾を得て掲載しています）

介護相談員派遣等事業の流れ 　
町
で
は
、
介
護
相
談
員
を
４
名
委
嘱
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
高
齢
者
宅
を

訪
問
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
高
齢
者
や
そ
の
家
族
の
相
談
に
応
じ
る
一
方
、

事
業
所
の
サ
ー
ビ
ス
の
実
態
を
把
握
し
、
利
用
者
と
事
業
所
の
橋
渡
し
を
し
な
が
ら
、

問
題
の
改
善
や
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
を
図
り
、
高
齢
者
の
権
利
擁
護
と
尊
厳
の
保

持
に
努
め
て
い
ま
す
。

報告・情報提供・提言

報
告
・情

報
提
供
・提

言

意
見
交
換
・情

報
提
供

改
善
報
告

訪
問
・相

談

改善報告

委
嘱

　はじめまして！私の名前はサミュエル・ノーエルです。

29歳のＯ型です。昨年12月に日本語と心理学を専攻して

いた大学を卒業しました。私の趣味は、日本のＲＰＧゲー

ムをしたり、日本の歌を聞いたり勉強したりすることです。

一番好きな漫画はドクタースランプで、一番好きなアニメ

は化物語（ばけものがたり）です。私はＡＬＴという素晴

らしい仕事ができることを本当に光栄に思っています。

　私はここで素晴らしい関係を築いていきたいです。

　どうぞよろしくお願いします！

　はじめまして！私は新しいＡＬＴのアーロン・オズメン

トです。でも、とても難しい名前なので、遠慮なくオズと

呼んでください。みんなそう呼んでいます。

　私は、アメリカのミシガン州デトロイトの出身です。趣

味は、演技をすることや歌うこと、執筆や音楽などたくさ

んあります。

　私は13歳の頃からずっとALTになりたいと思っていま

した。今、美しい町で、素晴らしい人たちに囲まれて、つ

いに自分の夢を実現しています。幸運が続いているので、

一生懸命頑張ります！

利
用
者
の
疑
問
や
不
安
解
消
に
努
め
ま
す

介
護
相
談
員
派
遣
等
事
業

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
介
護
保
険
課
　
包
括
支
援
係

　
（
内
線
２
１
７
３
）

さつま町

（保険者）

介護
サービス
事業所

介護相談員

利用者と
その家族

８月から新しいＡＬＴが着任しました。
皆さんよろしくお願いします。

み
ん
な
で
築
こ
う

長寿者紹介長寿者紹介

介
護
相
談
員
は

　
こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
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７
月
28
日
、
宮
之
城
屋
内
温
泉
プ
ー
ル

で
町
制
10
周
年
記
念
小
学
校
水
泳
記
録
会

が
開
催
さ
れ
、
町
内
の
全
14
小
学
校
か
ら

５
・
６
年
生
２
０
３
人
の
選
手
が
出
場
し

ま
し
た
。

　

今
年
は
雨
天
が
多
く
、
各
学
校
で
は
練

習
も
な
か
な
か
で
き
な
い
状
態
が
続
き
ま

し
た
が
、
選
手
た
ち
は
た
く
さ
ん
の
声
援

を
受
け
な
が
ら
、
自
分
の
目
標
タ
イ
ム
更

新
を
目
指
し
、
力
強
く
泳
ぎ
ま
し
た
。

　

７
月
23
日
、
町
ぶ
ど
う
振
興
会

（
福
岡
喜
一
郎
会
長
ほ
か
会
員
８

人
）
に
よ
る
ぶ
ど
う
収
穫
祭
が
、

新
生
団
地
（
広
瀬
）
の
福
岡
観
光

農
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

収
穫
祭
に
は
関
係
者
の
ほ
か
佐

志
保
育
園
児
13
人
も
招
待
さ
れ
、

園
児
は
振
興
会
員
に
抱
き
か
か
え

ら
れ
て
黒
く
色
づ
い
た
ぶ
ど
う
を

収
穫
し
、
「
大
き
〜
い
、
お
い
し

そ
う
」
な
ど
と
感
想
を
述
べ
て
い

ま
し
た
。

　

今
年
は
雨
が
多
く
日
照
不
足
で

し
た
が
、
例
年
と
変
わ
ら
な
い
出

来
栄
え
で
同
振
興
会
で
は
35
ト
ン

の
生
産
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

会
長
の
福
岡
さ
ん
は
、
「
丹
精

込
め
て
作
っ
た
ぶ
ど
う
を
ぜ
ひ
味

わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
８
月
３
日
に
は
、
甫
立

原
団
地
（
虎
居
）
の
愛
甘
園
で
町

ナ
シ
振
興
会
（
藤
田
俊
郎
会
長
ほ

か
会
員
13
人
）
に
よ
る
ナ
シ
収
穫

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

招
待
さ
れ
た
上
宮
保
育
園
児
た

ち
は
、
ナ
シ
を
ひ
と
つ
ず
つ
丁
寧

に
収
穫
し
た
後
、
用
意
さ
れ
た
３

種
類
の
ナ
シ
を
食
べ
比
べ
、
そ
の

違
い
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
、
現
在
、
８
．
４
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
幸
水
、
豊
水
、
新
高

な
ど
の
品
種
を
栽
培
さ
れ
、
今
年

は
例
年
並
み
の
１
６
０
ト
ン
の
生

産
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

販
売
は
、
ぶ
ど
う
は
９
月
末
ま

で
、
ナ
シ
は
10
月
始
め
ま
で
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。
町
内
の
観
光
農

園
や
直
売
所
の
ほ
か
、
宅
配
便
で

も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
、

お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
つ
ま
町
観
光
農
園
協
議
会

　

【
事
務
局
】
さ
つ
ま
町
役
場

　
　

農
政
課　

農
業
振
興
係

　
　

☎
（
53
）
１
１
１
１

　
　
　

（
内
線
２
４
２
２
）

　

７
月
10
日
、
鶴
田
小
学
校
体
育

館
で
、
鹿
児
島
工
業
高
等
専
門
学

校
吹
奏
楽
部
の
巡
回
演
奏
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
同
吹
奏
楽

部
が
例
年
こ
の
時
期
に
行
っ
て
い

る
県
内
巡
回
公
演
が
今
年
度
は
北

薩
地
区
に
当
た
っ
て
い
た
こ
と
、

部
員
に
鶴
田
小
学
校
Ｏ
Ｇ
が
い
た

こ
と
か
ら
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

約
30
人
が
繰
り
広
げ
る
迫
力
あ

る
演
奏
に
、
児
童
た
ち
は
聴
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ク
イ
ズ

や
、
一
緒
に
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り

す
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
夏
休
み

前
の
児
童
に
と
っ
て
大
き
な
プ
レ

ゼ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

宮
之
城
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
主

催
の
夏
休
み
企
画
「
宮
之
城
人
形

を
作
ろ
う
！
」
に
、
町
内
の
幼
児

や
小
中
学
生
、
保
護
者
や
先
生
な

ど
34
人
が
参
加
し
、
そ
の
技
術
と

伝
統
を
体
験
さ
れ
ま
し
た
。

　

作
業
は
「
型
入
れ
」
と
「
絵
付

け
」
の
２
工
程
に
分
け
て
実
施
し
、

宮
之
城
人
形
復
興
会
の
指
導
の
も

と
、
宮
之
城
人
形
を
作
っ
て
い
き

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
難
し
か
っ
た

け
ど
ま
た
参
加
し
た
い
」
、
「
子

ど
も
と
一
緒
に
参
加
で
き
て
い
い

体
験
に
な
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想

が
あ
り
、
夏
休
み
の
貴
重
な
体
験

と
な
り
ま
し
た
。

大迫力の演奏に聴き入りました

６
年

５
・
６
年

１分00秒５

１分26秒７

１分34秒０

１分50秒１

１分57秒４

４分06秒３

柏原男子
50ｍ自由形

50ｍ平泳ぎ

50ｍ背泳ぎ

50ｍバタフライ

50ｍ自由形

50ｍ平泳ぎ

100ｍ自由形

200ｍ個人メドレー

200ｍメドレーリレー

100ｍ平泳ぎ

50ｍ背泳ぎ

50ｍバタフライ

43秒８本村　一志

盈進女子 40秒２市囿　遥菜

盈進男子 52秒２末吉　祢音

盈進女子 52秒２柳田　珠央

盈進男子 岸良　薦諭

佐志女子

51秒７

柏原男子 57秒２軸屋　浩志

盈進女子 57秒５市囿　菜花

柏原男子 36秒８中村　好紀

盈進女子 38秒８市囿　穂奈実

山崎男子 46秒９宇都　晴翔

盈進女子 53秒４市囿　穂奈実

佐志男子 49秒０假屋　航輝

盈進女子 49秒６田中　歩佳

佐志男子 52秒７引地　健斗

佐志女子 53秒８上野　愛莉

佐志男子 假屋　航輝

紫尾女子 久保　奈々子

佐志男子 永野　直

紫尾女子

女子

有村　真菜

佐志男子

男子

女子

男子

中山　楽心

学校 タイム氏名（敬称略）種　　目

５
年

３分11秒１
中山楽心、引地健斗

永野直、假屋航輝

引地健斗、中山楽心

永野直、假屋航輝

３分33秒４

佐志 ２分57秒３

盈進 ３分01秒３

佐志

盈進

新

200ｍメドレーリレー

200ｍフリーリレー

200ｍフリーリレー

上手にとれたね！

大きいぶどう、おいしそう！

甘くてとってもおいしい！

　

７
月
24
日
、
11
月
に
開
催

さ
れ
る
国
民
文
化
祭
・
町
主

催
事
業
の
１
０
０
日
前
を
記

念
し
て
、
役
場
本
庁
１
階
ロ

ビ
ー
で
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
の
元
気

い
っ
ぱ
い
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
の
ハ
ー

モ
ニ
ー
さ
つ
ま
の
皆
さ
ん
が
、

組
曲
「
紫
尾
山
」
や
国
民
文

化
祭
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
」
な
ど
４
曲

を
披
露
し
て
、
本
番
に
向
け

機
運
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
、
洗
練
さ
れ
た

美
し
い
歌
声
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

個性豊かな宮之城人形ができました

大会競技25種目の１位と大会新記録は次のとおりです。

市囿遥菜、柳田珠央

市囿菜花、　井けせら

　村　春風

市囿穂奈実、田中歩佳

　口小夜、平山愛唯



　第69回県民体育大会が、主に９月19日(土)・20日(日)の２日間、

鹿児島市を中心に県下12市3町の各会場で開催されます。本町からは

110人が川薩地区代表の選手・監督として18競技に出場予定です。

川薩地区内では、本町のかぐや姫グラウンドでラグビーフットボール

が、薩摩川内市でホッケーとウエイトリフティングが開催されます。

　各地での熱戦に皆様の応援をよろしくお願いします。

■お問い合わせ先　社会教育課　スポーツ振興係　☎52-1888

競技種目

ラグビーフットボール

会　　場

かぐや姫グラウンド

所在地

さつま町

　　９月

13日(日) 19日(土) 20日(日)

○ ○ ○

卓　球 松元平野岡体育館 鹿児島市○ ○

軟式野球 県立鴨池・鴨池市民球場 鹿児島市○ ○

バドミントン 喜入総合体育館 鹿児島市○ ○

柔　道 鹿児島アリーナ 鹿児島市○

弓　道 東市来弓道場ほか 日置市ほか○ ○

剣　道 いちき串木野市総合体育館 いちき串木野市○

陸上競技 指宿市営陸上競技場 指宿市○

カヌー 笠沙カヌー特設会場 南さつま市○

ソフトボール 出水市総合運動公園ほか 出水市○ ○

銃剣道 溝辺体育館 霧島市○

ゴルフ 鹿児島高牧カントリークラブ 姶良市○

バスケットボール 姶良市蒲生体育館ほか 姶良市○ ○

バレーボール・男子 鹿屋市体育館 鹿屋市○ ○

バレーボール・女子 東串良町総合体育館 東串良町○ ○

少林寺拳法 県総合体育センター 鹿児島市○

ホッケー 樋脇屋外人工芝競技場 薩摩川内市○

クレー射撃 加治木クレー射撃場 姶良市○

水　泳 奄美市名瀬運動公園屋内プール 奄美市10月18日（日）

競技日程・会場（さつま町からの選手出場関係分）
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７
月
28
日
、
さ
つ
ま
警
察
署
の

松
永
勇
一
署
長
ほ
か
２
名
が
町
長

室
を
訪
れ
、
優
勝
報
告
を
行
い
ま

し
た
。

　

さ
つ
ま
署
は
、
７
月
27
日
に
鹿

児
島
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
た
平

成
27
年
度
県
警
察
柔
道
・
剣
道
大

会
に
出
場
し
、
昭
和
46
年
に
宮
之

城
警
察
署
で
優
勝
し
て
以
来
２
度

目
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
県
内
の
警
察
本

部
や
28
警
察
署
が
警
察
官
の
配
置

定
員
に
基
づ
き
実
施
。
70
人
以
上

が
Ａ
組
、
69
人
以
下
が
Ｂ
組
に
分

か
れ
、
同
署
は
Ｂ
組
の
柔
道
と
剣

道
の
団
体
戦
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

剣
道
チ
ー
ム
は
、
予
選
リ
ー
グ

で
南
九
州
署
と
阿
久
根
署
に
勝
利
。

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
み
、
準

決
勝
で
は
３
連
覇
中
の
錦
江
署
を

破
り
、
決
勝
で
は
い
ち
き
串
木
野

署
と
対
戦
。
１
対
１
の
代
表
決
定

戦
に
な
り
、
平
川
駐
在
所
の
堀
野

崇
博
巡
査
部
長
が
勝
利
し
見
事
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
堀
野
巡
査
部
長
は
、
剣

道
の
部
で
唯
一
の
全
勝
賞
も
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
つ
ま
署
の
前
村
雄
二
警
務
課

長
は
、
「
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て

練
習
に
取
り
組
み
、
そ
の
成
果
を

出
せ
た
こ
と
が
優
勝
に
結
び
つ
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
練
習
に
励

み
、
連
覇
に
向
け
頑
張
り
た
い
で

す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
10
日
の
「
道
の
日
」
に
あ

わ
せ
、
８
月
７
日
と
10
日
の
２
日

間
、
町
内
各
所
の
町
道
な
ど
で
清

掃
作
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
建
友
会
会
員
や
町
議
会
議
員
、

町
職
員
な
ど
約
２
０
０
人
が
参
加

し
、
道
路
沿
い
の
除
草
・
伐
採
な

ど
の
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

通
勤
・
通
学
等
で
利
用
す
る
町

道
の
見
通
し
が
良
く
な
り
、
安
全

で
き
れ
い
な
道
路
に
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
22
日
、
宮
之
城
ひ
ま
わ
り

館
で
農
産
物
加
工
セ
ミ
ナ
ー
が
開

催
さ
れ
、
約
20
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

地
元
の
農
産
物
を
使
っ
た
加
工

品
・
特
産
品
づ
く
り
を
学
ぶ
こ
の

セ
ミ
ナ
ー
は
今
回
で
２
年
目
。
講

師
の
株
式
会
社
キ
ー
ス
タ
ッ
フ
代

表
取
締
役
の
鳥
巣
研
二
さ
ん
は
、

「
地
元
の
材
料
を
使
っ
て
手
作
り

で
行
う
こ
と
が
大
切
」
と
し
た
上

で
、
「
１
年
で
去
る
ブ
ー
ム
で
終

わ
ら
せ
ず
に
ト
レ
ン
ド
を
作
る
に

は
」
や
「
ど
う
や
っ
て
需
要
を
創

造
し
て
い
く
か
」
に
つ
い
て
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
こ
れ
ま
で
の
受
講
生
が

設
立
し
た
町
農
産
加
工
懇
話
会
会

員
が
地
元
の
身
近
な
農
産
物
を
使

っ
た
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
完
成
さ
せ
、

お
披
露
目
し
ま
し
た
。

　

完
成
品
は
、
き
ん
か
ん
、
黒
に

ん
に
く
、
た
け
の
こ
、
と
ま
と
、

完
熟
梅
、
み
そ
唐
辛
子
、
に
ん
じ

ん
、
し
い
た
け
、
ゆ
ず
の
９
種
類
。

セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
生
は
、
さ
っ
そ

く
サ
ラ
ダ
や
刺
身
な
ど
に
つ
け
て

試
食
を
行
い
、
味
を
確
か
め
て
い

ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
つ
ま
町
農
産
加
工
懇
話
会

　

☎
（
52
）
３
３
１
２

　

７
月
27
日
、
櫛
山
武
司
さ
ん

（
虎
居
）
が
町
長
室
を
訪
れ
、
九

州
地
方
整
備
局
国
土
交
通
行
政
功

労
表
彰
の
受
賞
報
告
を
行
い
ま
し

た
。

　

櫛
山
さ
ん
は
、
新
聞
記
者
時
代

に
川
内
川
の
汚
染
水
や
不
法
投
棄
、

川
を
利
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

多
く
取
材
さ
れ
、
退
職
後
は
川
内

川
河
川
モ
ニ
タ
ー
を
約
５
年
務
め

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
18
年

７
月
22
日
の
北
西
部
豪
雨
で
は
被

害
を
受
け
、
洪
水
時
な
ど
に
ダ
ム

管
理
所
が
提
供
す
る
情
報
、
河
川

防
災
、
河
川
愛
護
の
普
及
啓
発
活

動
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
そ
う
で
す
。

　

櫛
山
さ
ん
は
、
「
こ
れ
か
ら
も

町
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
・
安
全
に

暮
ら
せ
る
よ
う
一
層
の
活
動
を
し

て
い
き
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
４
日
か
ら
６
日
ま
で
の
３

日
間
、
さ
つ
ま
ふ
る
さ
と
体
験
塾

生
が
、
友
好
交
流
町
の
中
種
子
町

を
訪
問
し
、
様
々
な
活
動
を
行
い

ま
し
た
。　

　

本
町
か
ら
は
小
中
学
生
42
人
、

中
種
子
町
か
ら
は
小
中
学
生
17
人

が
参
加
し
、
地
引
網
や
海
水
浴
、

宇
宙
セ
ン
タ
ー
技
術
館
見
学
、
シ

ー
カ
ヤ
ッ
ク
、
ヨ
ッ
ト
、
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
群
生
地
見
学
、
ウ
ミ
ガ
メ

放
流
な
ど
、
中
種
子
町
の
特
色
あ

る
様
々
な
体
験
や
活
動
を
し
な
が

ら
、
お
互
い
の
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
活

動
を
通
し
て
団
体
行
動
の
あ
り
方

や
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自
覚
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。
こ
の
出
会
い
を

今
後
の
財
産
と
し
、
こ
れ
か
ら
も

両
町
の
交
流
の
架
け
橋
と
な
っ
て

い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

《
参
加
者
の
声
》
（
敬
称
略
）

■
流
水
小
６
年
　
小
原
　
光
莉

　

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
散
策
や
ウ
ミ
ガ

メ
放
流
な
ど
を
体
験
し
、
自
然
が

ど
ん
な
に
貴
重
な
も
の
か
知
り
ま

し
た
。

■
求
名
小
６
年
　
山
﨑
　
天
翔

　

み
ん
な
が
と
て
も
優
し
か
っ
た

の
で
、
来
年
は
僕
達
が
し
っ
か
り

も
て
な
し
た
い
で
す
。

完成した９種類のドレッシング

清掃作業の様子

左から日髙町長と櫛山さん

種子島のキレイな海をバックに記念撮影

ドレッシングの試食をする受講生

左から福田生活安全刑事課長代理、松永署長、日髙町長、前村警務課長

ウミガメを放流する子どもたち
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盈
進
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
、
鹿
児
島
県

予
選
大
会
を
勝
ち
抜
き
、
８
月
14

日
か
ら
16
日
ま
で
佐
賀
県
で
開
催

さ
れ
た
第
35
回
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
交
流
大
会
に
鹿
児
島
県
代

表
と
し
て
出
場
し
、
準
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

団
員
た
ち
は
喜
び
を
胸
に
、

「
応
援
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
多
く

の
人
に
感
謝
を
し
て
、
頑
張
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し

た
。

　

８
月
16
日
、
ほ
た
る
公
園
（
柏

原
）
近
く
の
夜
星
川
で
カ
ヌ
ー
体

験
活
動
が
行
わ
れ
、
柏
原
小
学
校

児
童
13
人
と
紫
尾
小
学
校
児
童
３

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
柏
原
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

親
児
の
会
主
催
で
、
夏
休
み
の
恒

例
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
初
に
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ

ー
の
講
師
か
ら
、
カ
ヌ
ー
の
乗
り

方
や
パ
ド
ル
の
漕
ぎ
方
等
に
つ
い

て
指
導
を
受
け
た
後
、
カ
ヌ
ー
に

乗
り
込
み
練
習
を
し
ま
し
た
。

　

経
験
の
あ
る
児
童
は
ス
イ
ス
イ

と
漕
げ
ま
し
た
が
、
初
め
て
や
経

験
の
浅
い
児
童
は
思
う
よ
う
に
前

へ
進
む
こ
と
が
で
き
ず
苦
戦
し
て

い
ま
し
た
。

　

２
時
間
ほ
ど
練
習
を
し
た
後
、

低
・
中
・
高
学
年
に
分
か
れ
て
レ

ー
ス
が
行
わ
れ
、
全
員
が
頑
張
っ

て
パ
ド
ル
を
漕
ぎ
、
無
事
に
ゴ
ー

ル
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
保
護
者
や
先
生
も
競

争
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
重
心
が

思
う
よ
う
に
取
れ
ず
転
倒
す
る
お

父
さ
ん
が
続
出
し
ま
し
た
。

　

緑
に
囲
ま
れ
、
川
の
せ
せ
ら
ぎ

を
聞
き
な
が
ら
郷
土
の
自
然
を
満

喫
し
、
両
小
学
校
の
楽
し
い
交
流

も
で
き
、
素
敵
な
夏
の
思
い
出
と

な
り
ま
し
た
。

　

町
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長
の

野
﨑
正
寛
さ
ん
（
山
崎
）
が
、
平

成
27
年
度
全
国
視
聴
覚
教
育
連
盟

「
視
聴
覚
教
育
功
労
者
」
と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

野
﨑
さ
ん
は
、
趣
味
の
映
像
技

術
を
生
か
し
、
郷
土
の
文
化
財
の

保
存
・
伝
承
活
動
を
自
ら
取
材
・

制
作
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
鹿
児
島
県
自
作
視

聴
覚
教
材
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
を

重
ね
、
平
成
25
年
度
の
全
国
自
作

視
聴
覚
教
材
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、

町
内
の
文
化
財
少
年
団
を
取
り
上

げ
た
作
品
で
、
文
部
科
学
大
臣
賞

を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
町
の
視
聴
覚
教
育
の
発

展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
12
日
、
あ
び
〜
る
館
駐
車

場
で
、
第
７
回
神
子
区
夏
祭
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
途
中
雨
が
降
る
あ
い

に
く
の
天
気
で
し
た
が
、
保
育

園
・
幼
稚
園
児
に
よ
る
お
神
輿
パ

レ
ー
ド
や
舞
台
発
表
、
鶴
田
中
学

校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
、
薩
摩

中
央
高
校
ダ
ン
ス
部
に
よ
る
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
、
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
ラ
ム
ネ
の
早
飲
み
競
争
、
お
楽

し
み
抽
選
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
会

場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

祭
り
の
最
後
に
は
、
約
20
分
間

に
わ
た
る
恒
例
の
打
ち
上
げ
花
火

が
予
定
通
り
行
わ
れ
、
神
子
の
夜

空
を
照
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　

７
月
29
日
、
求
名
小
学
校
で

「
涼
し
い
木
陰
で
本
と
遊
ぼ
う
」

と
題
し
て
緑
陰
読
書
が
開
催
さ
れ
、

児
童
約
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
夏
休
み
期
間
中

も
本
に
親
し
ん
で
ほ
し
い
と
、
同

校
で
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

読
み
聞
か
せ
は
、
高
さ
が
１
１

６
cm
も
あ
る
絵
本
「
ち
か
１
０
０

か
い
だ
て
の
い
え
」
を
先
生
が
朗

読
し
、
時
々
児
童
に
語
り
掛
け
た

り
質
問
し
た
り
し
な
が
ら
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
で
は
、
「
せ

と
う
ち
た
い
こ
さ
ん
パ
ー
テ
ィ
い

き
タ
イ
」
を
書
い
た
人
は
誰
で
す

か
、
と
い
っ
た
絵
本
の
作
者
や
自

然
に
関
す
る
ク
イ
ズ
が
20
問
用
意

さ
れ
、
児
童
は
校
内
の
あ
ち
こ
ち

に
設
置
し
て
あ
る
問
題
を
見
つ
け

て
解
い
て
い
ま
し
た
。
答
え
が
分

か
ら
な
い
時
に
は
、
お
た
す
け
コ

ー
ナ
ー
に
用
意
さ
れ
た
本
を
読
ん

で
答
え
を
探
し
て
い
ま
し
た
。
全

問
正
解
し
た
児
童
も
多
く
、
普
段

か
ら
本
を
読
ん
で
い
る
学
習
の
成

果
が
発
揮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
職
員
に
よ
る
寸
劇
「
大

き
な
カ
ブ
」
も
披
露
さ
れ
、
先
生

た
ち
の
迫
力
あ
る
演
技
に
児
童
か

ら
は
た
く
さ
ん
の
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

　

６
年
生
の
坂
元
宥
哉
さ
ん
は
、

「
全
部
と
て
も
面
白
か
っ
た
の
で

夏
休
み
の
い
い
思
い
出
に
な
り
ま

し
た
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　

本
町
の
夏
の
風
物
詩
と
な
っ
て

い
る
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
が
、
夏
休
み

期
間
中
町
内
各
地
で
行
わ
れ
、
県

内
外
か
ら
中
学
生
や
高
校
生
約
１

０
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

長
い
歴
史
と
伝
統
が
あ
る
高
校

ラ
グ
ビ
ー
合
宿
は
、
８
月
９
日
か

ら
14
日
の
間
か
ぐ
や
姫
グ
ラ
ウ
ン

ド
な
ど
で
行
わ
れ
、
遠
く
は
愛
媛

県
、
沖
縄
県
か
ら
参
加
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
ラ
グ
ビ
ー
合
宿
は
例
年
、

各
県
の
強
豪
校
が
集
う
こ
と
で
充

実
し
た
合
宿
が
行
え
る
こ
と
や
、

管
理
の
行
き
届
い
た
天
然
芝
３
面

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
プ
レ
ー
で
き
る

こ
と
か
ら
、
参
加
者
か
ら
大
変
好

評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
で

は
、
17
回
目
を
迎
え
た
高
校
男
子

の
合
宿
が
８
月
10
日
か
ら
12
日
に

か
け
て
宮
之
城
総
合
体
育
館
な
ど

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

読書クイズの答えを探す児童

炎天下の中練習に励む高校生

緑に囲まれての大型絵本の読み聞かせ賞状とトロフィーを手にする団員

お神輿を担いで元気にパレード

表彰された野﨑さんと日髙町長

まずは陸上でパドルのさばき方を練習

上手く漕げるようになりました

　８月11日、ひかり別館

で、夏のリキュール祭りIN

さつま町が開催されました。

　軸屋酒造㈱の焼酎と青森

県鶴田町のぶどう「スチュ

ーベン」を使った葡萄のお

酒フィレールの今年度分が

完成し、約70人が味わい

ました。

　会場内のスクリーンには

鶴田町の夏祭り「つるたま

つり」の様子も写し出され、

お酒と共に青森の雰囲気も味わうことができました。

　杜氏の軸屋麻衣子さんは、「２回目の葡萄のお酒フ

ィレールも美味しく出来上がりましたので、ぜひ味わ

ってほしいです」と話されました。

　また、会場では、町農産加工懇話会が本町特産品の

たけのこや薩摩西郷梅などを使って作った無添加のド

レッシングも振る舞われました。参加者は、ドレッシ

ングを試食して好みのものを探したり、葡萄のお酒と

の食べ合わせを楽しんでいました。
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【こども図書館】

※紹介したもの以外にもたくさんの本が入っています！
　詳しくは各図書室へお尋ねください。
　（出版社の了承を得て掲載しております。）

【お問い合わせ先】・教育委員会　社会教育課　☎53-1111（内線2531）・こども図書館～えほんの森～　☎57-1202
　　　　　　　　　・鶴田中央公民館図書室　　☎53-1111（内線4412）・屋地楽習館図書室　    　　  ☎53-1994

新着本新着本
【屋地楽習館図書室】

朝井 正教 著
（ベースボール・マガジン社）

【一般書】

レックス･ストーン 作
（岩崎書店）

【児童書】

なかや  みわ 作
（小学館）

【絵本】

【鶴田中央公民館図書室】

　

自
ら
命
を
絶
っ
た
人
の
９
割
は
、
な
ん
ら

か
の
こ
こ
ろ
の
病
を
有
し
て
い
た
と
の
報
告

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
最
多
が
「
う
つ
病
」
で

す
。
う
つ
に
早
期
に
気
づ
き
、
適
切
に
対
応

す
る
こ
と
は
、
自
殺
を
防
ぐ
重
要
な
対
策
の

ひ
と
つ
と
い
え
ま
す
。

　

自
殺
の
多
く
は
、
「
自
殺
以
外
に
こ
の
苦
し
み

を
逃
れ
る
手
段
が
な
い
」
と
追
い
詰
め
ら
れ
て
、

孤
立
し
た
状
態
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
自

殺
」
と
い
う
社
会
問
題
に
対
し
、
私
た
ち
自
身
を

は
じ
め
身
近
な
人
の
命
を
守
る
た
め
に
最
も
重
要

な
の
は
、
一
人
ひ
と
り
が
自
殺
予
防
に
つ
い
て
考

え
、
生
き
る
こ
と
の
支
援
に
関
わ
る
こ
と
で
す
。

大
切
な
人
の
命
を
自
殺
の
危
機
か
ら
救
う
た
め
に

は
、
次
の
４
つ
の
行
動
が
大
切
で
す
。

①
気
づ
く

　

家
族
や
仲
間
の
変
化
に
敏
感
に

な
り
、
こ
こ
ろ
の
悩
み
や
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
人
が
発

す
る
ま
わ
り
へ
の
サ
イ
ン
に
、
な

る
べ
く
早
く
気
づ
い
て
声
を
か
け
る
。

②
傾
聴

　

悩
み
を
話
し
て
く
れ
た
ら
、
本
人
の
気
持
ち

を
尊
重
し
、
時
間
を
か
け
て
、
で
き
る
限
り
傾

聴
す
る
。
話
題
を
そ
ら
し
た
り
、
訴
え
や
気
持

ち
を
否
定
し
た
り
、
表
面
的
な
励
ま
し
は
逆
効

果
。
聴
き
役
に
徹
す
る
。

③
つ
な
ぐ

　

こ
こ
ろ
の
病
気
や
社
会
的
・
経
済
的
な
問
題

等
を
抱
え
て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
相
談
機

関
、
医
療
機
関
等
の
専
門
家
へ
の
相
談
に
つ
な

ぐ
。
相
談
を
受
け
た
側
も
、
一
人
で
は
抱
え
込

ま
ず
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
上
で
、
本

人
の
お
か
れ
て
い
る
状
況
や
気
持
ち
を
理
解
し

て
く
れ
る
家
族
、
友
人
、
上
司
と
い
っ
た
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
の
協
力
を
求
め
、
連
携
を
と
る
。

④
見
守
る

　

身
体
や
こ
こ
ろ
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
自
然

な
雰
囲
気
で
声
を
か
け
、
焦
ら
ず
に
優
し
く
寄

り
添
い
な
が
ら
見
守
る
。
必
要
に
応
じ
、
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
と
連
携
を
と
り
、
専
門
家
に
情
報
を

提
供
す
る
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課
　
健
康
増
進
係 

　
☎
（
53
）
１
１
１
１

　
　
　
　
　
（
内
線
２
１
４
４
）

　
日
本
の
年
間
自
殺
者
数
は
「
５
年
連
続
し
て
減
少
」
し
て
い
ま
す
が
、
依
然
と

し
て
１
日
平
均
70
人
が
自
殺
で
亡
く
な
り
続
け
て
い
ま
す
。 

　
多
く
の
場
合
、
こ
こ
ろ
の
病
が
認
め
ら
れ
ま
す
が
、
怖
い
の
は
こ
こ
ろ
を
病
む

こ
と
で
は
な
く
、
適
切
な
治
療
に
つ
な
げ
ら
れ
ず
、
放
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

家
族
や
周
囲
の
人
が
こ
の
サ
イ
ン
に
気
づ
き
、
自
殺
予
防
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
困
っ
た
り
迷
っ
た
り
し
た
と
き
は
、
専
門
家

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
極
め
て
深
刻
な
問
題
で
も
必
ず
状
況
は
変
わ
り
ま
す
。

弁護士無料相談（町社協）

心配ごと相談（町社協）

☎0996-52-1123

☎0996-52-1123 日常生活の困りごとなどの相談

多重債務、近隣トラブルなどの相談

こころの電話 ☎099-228-9566

鹿児島いのちの電話

子ども・家庭 110 番

川薩保健所

町地域包括支援センター（町社協）

☎099-250-7000

☎099-275-4152

☎0996-23-3166

☎0996-52-4690

町健康増進課・福祉課・介護保険課 ☎0996-53-1111

高齢者に関する相談全般

子育て・非行・いじめ・不登校等の相談

こころの健康に関する相談、専門窓口等の紹介

こころの健康に関する相談、その他精神保健福祉全般

精神的不安や心の悩みごとに関する相談

孤独や不安、自殺等の危機に直面している方々の相談

相談窓口名称 電話番号 相談内容

■困ったときの相談機関一覧 ～話すことから解決の道が開けます～

平
成
27
年
度
自
殺
予
防
週
間

　
　
　
９
月
10
日
～
９
月
16
日

いのち
支える

～
あ
な
た
の
力
で
救
え
る
い
の
ち
～

ライフスタイル別に
みたうつの危険性

「あの人はいつも元気だから、きっと

大丈夫！」と、安心してはいられない‼

退職や収入の減少による経
済的な変化、体の衰え、家
族や社会との交流が減少し
たり、身近な人の死に遭遇
したりといった経験から、孤立につなが
りやすいといわれています。

自分のうつ病の病状を理解
できず、単なる怠けと思い、
自分を奮い立たせようとし
て、ますます自分を追い込み、病状を悪
化させ、治療を遅らせてしまいがちです。

子育てや、加齢・更年期障
害による身体症状、子ども
の自立、老親の介護など、
さまざまなストレスとなり重なることで、
うつ病が発生する可能性があります。　

学校での人間関係がうまく
いかなかったり、思春期特
有のこころの揺れから自分
の気持ちをうまく表現できなかったりし
て、自分を責めてしまうことがあります。

高齢者

中壮年者

女性

小児期・思春期

開催まで２か月をきった「こども読書フェスティバル（11月１日）」について、

今月は、フリーアナウンサーの「岡本安代さん」をご紹介します。

岡本安代さんは、当日「薩摩農村環境改善センター」で朗読をしていただく予定です。

５人の子どものママで、現役アナウンサー。通称ママウンサー！

鹿児島生まれ鹿児島育ちの生粋の薩摩おごじょ。

現在、ＫＹＴ鹿児島読売テレビにて、情報番組「かごピタ」、

「ユメイロ＠ネット」に出演中です。

20年に及ぶ朗読活動では、2014年全国朗読大好きコンクールにて

優勝されました。

朗読家として各地で公演活動を行っていらっしゃいます。

さつまるちゃんとぐりぶ
ーが持っている小さいぐ
りぶーは、図書室の利用
者の方が色紙で折ってく
れたんだよ。

　平成12年に結成され、

現在は90人で活動中。

平成17年にはハワイで

公演した経緯もある、

グローバルな民話の会

です。今回は、秋田に

伝わる紙芝居と二人語

りを披露していただき

ます。

　平成８年に発足し、

鹿児島県立図書館や保

育園などで、年間20回

以上の活動をされてい

ます。今回は、読み聞

かせや人形劇などで会

場に笑顔を届けていた

だきます。

　全校児童50人で16,000冊も

の読書量を誇る求名小学校。

今回は、５・６年生でさつま

町の民話を題材にした児童劇

を演じていただきます。

　岩手県盛岡市を活動拠点とし、東日本大震災被災地の子

どもたちに絵本を届けようと始まったプロジェクトです。

　全国から届いた23万冊の本を岩手県内外にプレゼントし

ています。

　今回は、活動報

告とスケッチブッ

クを使った新たな

手法で読み聞かせ

をしていただきま

す。

岡本　安代さん（フリーアナウンサー）

★その他参加団体★

【あきた民話の会】

【おはなしかめＳＵＮ】

【 ３.１１絵本プロジェクト　いわて】

【さつま町立求名小学校】

読み聞かせグループ
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知って
 得する
知って
 得する

安
心
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
町　

さ
つ
ま
町

～
声
を
掛
け
合
い
、
見
守
り
合
い
、

　
　
　
　
み
ん
な
で
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ご
う
～

第
16
回

■
相
談
窓
口
の
ご
案
内
（
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
）

・
電
話
相
談
の
場
合
↓
☎
（
53
）
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
内
線
２
２
８
３
）

　

高
齢
の
方
は
窓
口
か
ら
自
宅
な
ど
へ
訪
問
可
。

・
来
庁
の
場
合
↓
役
場
２
階
商
工
観
光
課
商
工

　

振
興
係
へ
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
あ
り
ま
す
）

こまっちゃんの

消費生活
基礎講座

　

今
年
度
か
ら
町
生
涯
学
習
講
座
で
、
消
費
生
活

に
関
す
る
講
座
「
い
き
い
き
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。
毎
日
の
生
活
を
よ
り
賢
く
、

い
き
い
き
と
暮
ら
す
た
め
、
積
極
的
に
学
ぼ
う
と

い
う
講
座
で
す
。
今
回
は
、
６
月
・
７
月
の
内
容

を
皆
さ
ん
に
ち
ょ
っ
ぴ
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

お
り
し
も
新
茶
の
季
節
、
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
山
崎
さ
ん
の
お
話
を
聞
き
な
が
ら
、
茶
業

青
年
部
さ
つ
ま
さ
み
ど
り
会
の
皆
さ
ん
か
ら
お
い

し
い
お
茶
の
入
れ
方
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
ま
し
た
。

お
茶
に
は
、
う
ま
み
、
渋
味
、
香
味
の
成
分
が
あ

り
、
う
ま
み
は
比
較
的
低
温
で
引
き
出
さ
れ
る
こ

と
を
実
感
。

　

ま
た
、
自
分
好
み
の
お
茶
を
探
す
生
産
者
別
お

茶
の
飲
み
比
べ
は
、
ぜ
い
た
く
な
体
験
で
生
産
者

の
工
夫
や
努
力
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ほ
か
に
、

同
じ
茶
葉
か
ら
加
工
の

違
い
に
よ
り
、
煎
茶
、

ほ
う
じ
茶
、
紅
茶
な
ど

が
作
ら
れ
る
こ
と
、
深

蒸
し
茶
は
蒸
す
時
間
を

長
く
し
て
ま
ろ
や
か
な

コ
ク
を
出
し
た
も
の
な

ど
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
も
っ
と
大
事
に
入
れ
て
お
い

し
い
お
茶
を
飲
み
た
い
」
、
「
給
食
で
お
茶
を
出

す
よ
う
に
し
た
ら
」
、
「
加
工
品
を
作
っ
た
ら
」

な
ど
の
声
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

９
月
「
上
手
な
家
計
管
理
と
は
」

10
月
「
暮
ら
し
の
法
律
・
遺
言
と
相
続
」

　

詳
し
く
は
消
費
生
活
相
談
窓
口
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

公
益
財
団
法
人
・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
か

ら
講
師
を
お
招
き
し
て
、
生
命
保
険
の
基
礎
知
識

を
学
び
ま
し
た
。

　

保
険
と
は
、
も
し
も
の
時
に
備
え
る
こ
と
、
保

険
料
は
「
保
障
を
買
う
費
用
」
で
あ
り
損
得
で
は

な
い
こ
と
、
少
子
高
齢
化
社
会
で
は
公
的
保
障
や

企
業
保
障
に
加
え
自
助
努
力
が
必
要
で
、
預
貯
金

等
の
不
足
分
を
補
う
の
が
生
命
保
険
等
で
あ
る
こ

と
、
自
分
に
合
っ
た
保
険
を
選
ぶ
こ
と
、
暮
ら
し

の
変
化
に
合
わ
せ
て
見
直
し
が
必
要
な
こ
と
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
保
険
に
対
す
る
新
し
い
考
え

方
が
必
要
と
感
じ
た
」
、
「
身
近
な
問
題
に
つ
い

て
も
っ
と
勉
強
し
た
い
」
な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し

た
。

　

９
月
20
日
か
ら
26
日
ま
で
は
、
秋
の

お
彼
岸
で
す
。
昔
か
ら
墓
参
り
を
し
た

り
、
お
嫁
さ
ん
は
、
ヒ
ガ
ン
ダ
ゴ
（
彼

岸
団
子
）
や
オ
シ
ョ
ロ
ダ
ゴ
（
精
霊
団

子
）
な
ど
と
言
い
、
実
家
に
ぼ
た
も
ち

な
ど
を
持
っ
て
あ
い
さ
つ
に
行
っ
た
り

す
る
時
期
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
言
い
伝
え
で
は
、
春
の
彼
岸
の

中
日
に
山
か
ら
里
の
川
に
下
り
て
き
た

「
ヒ
ヒ
ョ
ド
ン
」
が
、
秋
の
彼
岸
に
は

「
ヒ
ー
ヒ
ョ
ー
、
ヒ
ー
ヒ
ョ
ー
」
と
鳴

き
な
が
ら
山
に
ま
た
帰
る
日
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
ヒ
ヒ
ョ
ド
ン
の
正
体
は

誰
も
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

旧
暦
の
８
月
15
日
（
今
年
は
９
月
27

日
）
は
十
五
夜
で
す
。

　

県
内
で
は
、
各
家
庭
で
縁
側
に
す
す

き
と
共
に
団
子
や
イ
モ
、
ク
リ
な
ど
を

供
え
、
子
ど
も
た
ち
は
、
夜
に
な
る
と

集
落
内
の
各
家
庭
を
回
り
お
菓
子
や
お

供
え
も
の
を
も
ら
っ
て
歩
く
も
の
で
し

た
。
集
落
に
よ
っ
て
は
大
縄
を
作
り
、

夜
が
更
け
る
と
綱
引
き
を
し
た
り
相
撲

を
と
っ
た
り
し
ま
し
た
。
こ
の
大
綱
引

き
な
ど
の
行
事
に
使
わ
れ
る
縄
は
水
神

で
あ
る
蛇
ま
た
は
龍
を
み
た
て
て
い
る

と
い
わ
れ
、
秋
の
豊
作
や
台
風
な
ど
か

ら
の
被
害
を
防
ぐ
願
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、
大
き
な
藁
ぞ
う
り
や
藁

ほ
う
き
を
作
り
、
集
落
の
出
入
り
口
の

大
き
な
木
に
か
け
て
流
行
り
病
な
ど
を

防
ぐ
風
習
や
柊
野
地
区
で
は
、
こ
の
時

期
に
花
が
咲
く
彼
岸
花
を
愛
で
る
ひ
が

ん
花
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、
散
策
す
る

人
々
や
「
味
噌
び
ら
弁
当
」
を
味
わ
う

人
々
で
賑
わ
い
ま
す
。

京塚原・下京塚原子ども会による綱引き

　屋外広告物は、「店舗や事務所を表す」など、便利な役割を担っています。しかし、無秩

序な設置は、まちの景観を損なったり、風に飛ばされて人がけがをするなどの恐れもありま

す。そのため、屋外広告物の設置にはルールが定められています。

　常時又は一定期間継続して、屋外で公衆に表示される広告板などのことです。具体的には、建物の壁面や屋上に

取り付けられる広告板や地面に直接建て植えされた広告板のほか、立看板・のぼり旗などをいいます。

　※　営利目的の商業広告だけでなく、非営利のものも含まれます

郵便ポスト

１．屋外広告物を「出せる場所」と「出せない場所」があります。

２．場所によっては、出せる大きさ（面積・高さ）が異なります。

３．屋外広告物を出す際は、町の許可が必要です。

　　ただし、自分の店や会社の看板を建物や敷地内に表示するとき

　は、大きさなどにより、許可が不要な場合もあります。事前にご

　相談ください。

４．場所に関わらず、「表示することができないもの」があります。

　　禁止物件はイラスト参照。

５．広告物の種類と大きさで、手数料は決まります。
そのほか信号機、道路標識、橋、トンネル、消火栓、
電話ボックス、記念碑、街灯柱などもあります。

はり紙

はり紙

電柱

は
り
紙

バス停留所標識広告物

ガードレール

壁面広告
広告幕

アドバルーン 広告旗 はり札立看板

お
茶
の
深
さ
を
知
っ
た
！　

ぜ
い
た
く
な
、

さ
つ
ま
の
生
産
者
別
お
茶
の
飲
み
比
べ
！

こ
れ
か
ら
の
生
き
方
の
参
考
に
な
っ
た
！

自
分
の
生
命
保
険
を
見
直
し
た
い
！

性別

めす 247 161,204,000 1,360,000 652,648 275

297

287

666,053

660,044

895,000

1,360,000

202,480,000

363,684,000

304

551

去勢

合計

頭数 総売上高 最高価格 平均価格 平均体重

８月子牛せり市結果　期日：８月５日（水)～６日（木） （単位：頭・円・kg）（消費税抜き、売却分）

前回比（対７月分）

   5,235円高値

   3,708円安値

　155円高値

屋外広告物とは？　

■お問い合わせ先
　建設課　まちづくり係
　☎（53）1111（内線2259）

９月１日（火）から10日（木）は屋外広告物適正化旬間です。

町では、道路、ガードレール、街路樹などの公共物に掲出することが

出来ない違反広告物の簡易除却を行っていきます。

※許可申請、手数料の額など、詳しくはお問い合わせください。

禁止物件(例)

は
り
紙

■
７
月
「
生
命
保
険
と
の
賢
い
付
き
合
い
方
」

■
６
月
「
日
本
茶
を
楽
し
も
う
」



心
配
ご
と
相
談
所

今
月
の
納
税
な
ど

長
寿
を
お
祝
い
し

　 

敬
老
商
品
券
を
贈
呈

平
成
27
年
度
　
町
農
作
業

　
事
故
防
止
研
修
会
開
催

み
や
ん
じ
ょ
吹
奏
楽
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
６
　
参
加
者
募
集

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が

亡
く
な
っ
た
と
き

健
康
診
査
日
程
【
９
・
10
月
分
】

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
入
会
説
明
会

全
国
一
斉
！

法
務
局
休
日
相
談
所
開
設
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■
対
象
者
　

　

90
歳
（
大
正
13
年
９
月
２
日

か
ら
大
正
14
年
９
月
１
日
生
ま

れ
の
方
）
及
び
80
歳
（
昭
和
９

年
９
月
２
日
か
ら
昭
和
10
年
９

月
１
日
生
ま
れ
の
方
）
に
な
ら

れ
た
方
。

　

90
歳
到
達
１
５
９
人
、
80
歳

到
達
３
６
１
人
、
合
計
５
２
０

人
（
８
月
１
日
現
在
）

■
商
品
券
の
額

　

90
歳
到
達
者
１
万
円

　

80
歳
到
達
者
５
千
円

■
支
給
方
法

　

各
地
区
で
開
催
さ
れ
る
敬
老

行
事
等
の
際
に
お
渡
し
し
ま
す

の
で
、
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
印
は

不
可
）
を
持
参
さ
れ
、
お
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。
本
人
が
参
加

で
き
な
い
場
合
は
、
代
理
受
領

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
商
品
券
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
事
前
に
各
事
業
所

（
店
舗
）
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

・
福
祉
課　

福
祉
係

　

（
内
線
２
１
３
１
）

・
鶴
田
支
所　

町
民
福
祉
係　

　

（
内
線
４
１
１
３
）

・
薩
摩
支
所　

町
民
福
祉
係　

　

（
内
線
６
１
２
２
）

　　

農
業
機
械
の
大
型
化
や
農
業

者
の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
町

内
で
も
農
作
業
中
の
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
町
で
は
さ
つ
ま

警
察
署
・
北
薩
地
域
振
興
局
と

連
携
し
、
次
の
と
お
り
農
作
業

事
故
防
止
研
修
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

農
作
業
事
故
の
大
き
な
原
因

の
ひ
と
つ
に
「
な
れ
に
よ
る
気

の
ゆ
る
み
」
な
ど
も
挙
げ
ら
れ

て
お
り
、
農
作
業
の
安
全
対
策
、

あ
る
い
は
「
い
ざ
」
と
い
う
時

の
対
応
方
法
に
加
え
、
実
技
も

含
め
た
研
修
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

■
日
時
　

　

９
月
14
日
（
月
）　

　

午
後
２
時
〜

■
場
所
　

　

薩
摩
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　

大
ホ
ー
ル

■
内
容
　

・
さ
つ
ま
警
察
署
管
内
に
お
け

　

る
農
作
業
事
故
状
況
に
つ
い

　

て
【
さ
つ
ま
警
察
署
】

・
農
作
業
安
全
に
つ
い
て

　

【
県
立
農
業
大
学
校
教
授
】

・
農
機
具
の
点
検
の
仕
方
と
事

　

故
防
止
の
た
め
の
留
意
点

（
実
技
）【
県
立
農
業
大
学
校
】

※
実
技
場
所　

薩
摩
農
村
環
境

　

改
善
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課　

農
業
振
興
係

　

（
内
線
２
４
２
２
）

　

来
年
１
月
31
日
に
、
16
回
目

と
な
る
「
み
や
ん
じ
ょ
吹
奏
楽

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６
」
を
開
催

し
ま
す
。

■
楽
器
の
演
奏
者
を
大
募
集

　

こ
の
フ
ェ
ス
タ
で
、
一
緒
に

楽
器
を
演
奏
し
て
く
だ
さ
る
方

を
大
募
集
し
ま
す
！
フ
ェ
ス
タ

に
興
味
の
あ
る
方
、
本
町
に
ゆ

か
り
の
あ
る
吹
奏
楽
経
験
者
の

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
！

　

「
も
う
長
い
こ
と
楽
器
に
触

れ
て
い
な
い
ん
だ
け
ど
…
」
と

い
う
一
般
の
方
や
、
高
校
・
大

学
・
専
門
学
校
生
も
大
歓
迎
で

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
楽
器
を
お
持
ち
で
な

い
方
は
事
務
局
で
準
備
で
き
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
リ
ク
エ
ス
ト
も
受
付
中

　

「
こ
ん
な
曲
を
演
奏
し
て
み

た
い
」
「
こ
ん
な
こ
と
し
た
ら

い
い
の
に
」
と
い
う
提
案
も
あ

わ
せ
て
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
記
事
を
読
ん
で
興
味
を

持
っ
た
あ
な
た
。
す
で
に
さ
つ

ま
町
に
縁
が
で
き
ま
し
た
。
第

１
回
締
切
を
10
月
１
日
と
し
ま

す
が
、
以
降
12
月
末
日
ま
で
随

時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課　

文
化
係

（
内
線
２
５
５
１
・
２
５
５
２
）

　

直
通 

☎
（
53
）
１
７
３
２

メ
ー
ル

　　　　

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
死

亡
す
る
と
年
金
を
受
け
る
権
利

が
な
く
な
り
ま
す
が
、
年
金
は

死
亡
し
た
月
の
分
ま
で
請
求
で

き
ま
す
。
請
求
で
き
る
方
は
、

死
亡
当
時
、
年
金
を
受
け
て
い

た
方
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

た
配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、

祖
父
母
又
は
兄
弟
姉
妹
、
そ
の

他
３
親
等
内
の
親
族
（
甥
・
姪
、

お
じ
・
お
ば
、
子
の
配
偶
者
な

ど
）
で
す
。

　

住
民
票
の
住
所
が
亡
く
な
ら

れ
た
方
と
同
一
で
な
い
場
合
は
、

亡
く
な
ら
れ
た
方
と
生
計
を
と

も
に
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て

第
三
者
の
証
明
を
受
け
た
生
計

同
一
関
係
に
関
す
る
申
立
書
も

併
せ
て
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
な
い

方
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
で
も
、

遺
族
年
金
・
寡
婦
年
金
・
死
亡

一
時
金
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先
　

　

川
内
年
金
事
務
所

☎
０
９
９
６
（
22
）
５
２
７
６

乳
幼
児
健
診
・
健
康
相
談

■
１
歳
７
～
８
か
月
児

　
（
Ｈ
26
．
１
生
）
健
診

　

９
月
16
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
１
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
７
～
８
か
月
児

　
（
Ｈ
27
．
１
生
）
育
児
相
談

　

９
月
18
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
９
時
30
分

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
３
歳
児

　
（
Ｈ
24
．
７
生
）
健
診

　

９
月
30
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
２
歳
３
か
月
児

　
（
Ｈ
25
．
６
生
）
歯
科
健
診

　

10
月
１
日
（
木
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
す
く
す
く
相
談

　

10
月
２
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
10
時
受
付

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
Ｈ
u
g
く
み
る
ー
む

（
２
か
月
児
と
マ
マ
の
た
め
の

育
児
相
談
）
（
Ｈ
27
．
７
生
）

　

10
月
６
日
（
火
）

　

午
前
９
時
45
分
〜
午
前
10
時

　

15
分
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ

　

ン
タ
ー
）　

■
４
か
月
児

　
（
Ｈ
27
．
５
生
）
健
診

　

10
月
14
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
母
子
健
康
手
帳
交
付

・
９
月
28
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

　

受
付
（
さ
つ
ま
町
役
場
本
庁

　

２
階
会
議
室
Ａ
）

・
10
月
５
日
（
月
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

　

受
付
（
さ
つ
ま
町
役
場
本
庁

　

２
階
会
議
室
Ａ
）

※
妊
娠
届
出
書
・
健
康
保
険

証
・
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
む
し
歯
予
防
の
日
　
　
　
　

（
フ
ッ
化
物
塗
布
）　

　

９
月
16
日
（
水
）

　

９
月
30
日
（
水
）

　

10
月
１
日
（
木
）

　

午
後
３
時
〜
午
後
４
時
受
付

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
「
え
ほ
ん
の
森
」
身
長
・
体
重
測
定

　

10
月
９
日
（
金
）　
　
　
　

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
受
付

（
こ
ど
も
図
書
館　

え
ほ
ん
の
森
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係

　

（
内
線
２
１
４
４
）

　

　
・
固
定
資
産
税
第
３
期

・
国
民
健
康
保
険
税
第
３
期

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
３
期

・
介
護
保
険
料
第
３
期

【
納
期
限
９
月
30
日
】

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

収
納
係

　

（
内
線
２
１
１
３
）

　　
　

　

新
規
会
員
募
集
の
入
会
説
明

会
を
、
毎
月
第
３
火
曜
日
に
定

例
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

人
生
の
豊
富
な
知
識
と
経
験

を
活
か
し
、
生
活
の
お
手
伝
い

や
地
域
・
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

さ
れ
、
生
き
が
い
あ
る
人
生
の

一
助
と
さ
れ
た
い
方
は
大
歓
迎

で
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
60

歳
以
上
の
方
は
、
事
前
に
お
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
参
加
も
可
能
で
す
。

■
９
月
の
入
会
説
明
会

　

９
月
15
日
（
火
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
11
時
30
分
ま
で

■
会
場

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室

■
対
象
者

　

60
歳
以
上
の
町
民

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
52
）
３
３
６
３

　　

毎
週
木
曜
日

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
（
52
）
１
１
２
３

■
日
時
　

　

10
月
４
日
（
日
）

　

午
前
10
時
30
分
か
ら
午
後
４

時
ま
で
（
最
終
受
付
は
、
午
後

３
時
30
分
ま
で
）

■
場
所

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支

局
（
川
内
合
同
庁
舎　

１
階
大

会
議
室
）

　

薩
摩
川
内
市
若
葉
町
４-

24

■
相
談
員

　

法
務
局
職
員
、
公
証
人
、
司

法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、

人
権
擁
護
委
員

■
相
談
の
内
容

①
登
記
（
土
地
・
建
物
の
売
買
、

遺
産
分
割
等
の
相
続
問
題
、

土
地
の
境
界
問
題
、
そ
の
他

不
動
産
登
記
関
係
全
般
）

②
戸
籍
（
出
生
・
婚
姻
・
養
子

　

縁
組
、成
年
後
見
等
の
問
題
）

③
供
託
（
土
地
建
物
の
地
代
家

賃
の
弁
済
の
た
め
に
す
る
供

託
、
裁
判
上
の
保
証
供
託
等

の
担
保
提
供
の
た
め
に
す
る

供
託
等
の
供
託
全
般
）

④
人
権
（
い
じ
め
、
差
別
、
家

庭
内
暴
力
、
家
族
間
の
問
題

等
の
人
権
問
題
全
般
）

⑤
公
証
（
遺
言
、
会
社
定
款
）

■
相
談
料

　

無
料

※
相
談
に
つ
い
て
は
、
事
前
予

　

約
を
原
則
と
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

☎
０
９
９
６
（
22
）
２
３
０
０
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点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

広報紙をご覧になった感想や

今後取り上げてほしい記事、

皆さんの身の周りで起こった

出来事、イラストなど、たく

さんの声をお聞かせください。

お手数ですが

52円切手を

お貼りください

さつま町役場

総務課秘書広報係　行
　　　　　　（2015/９月号）

さつま町宮之城屋地 1565－2

８ ８ ０ ３９ ５ １

電話（　　　　）　　　－

※記入がない場合は、実名で記載させていただきます。

フリガナ

年齢　　　歳　　性別 / 男 ・ 女

◎ご氏名

◎ペンネームまたはイニシャル

◎ご住所
コーナー

お 便 り

き
り
と
り
線

きりとり線

※個人情報の取扱い
・ご記入いただいた個人

情報は、お便りのご紹
介・賞品発送以外の目
的では使用しません。

　

月
中
旬
、
以
前
か
ら
お
邪
魔
し

て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
さ
つ

ま
町
に
伺
い
ま
し
た
。
色
々
な
所
を
観

光
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
前
日
か
ら

あ
い
に
く
の
大
雨
で
、
予
定
し
て
い
た

小
鷹
の
滝
な
ど
に
行
く
事
が
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
。
さ
つ
ま
町
は
自
然
豊
か
で

永
野
金
山
な
ど
歴
史
的
価
値
の
あ
る
素

晴
ら
し
い
街
で
す
。
愛
知
県
内
に
住
む

故
郷
の
な
い
私
に
と
っ
て
心
の
故
郷
と

も
思
え
る
街
で
す
。
さ
つ
ま
町
の
素
晴

ら
し
さ
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
き
、

全
国
か
ら
人
々
が
押
し
寄
せ
る
よ
う
な

街
作
り
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
私
も
さ
つ
ま
永
野
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
に
参
加
で
き
る
よ
う

今
か
ら
準
備
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
微
力
な
が
ら
ふ

る
さ
と
納
税
や
言
葉
伝
え
で
さ
つ
ま
町

の
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま

す
。　
　

（
園　

英
治　

48
歳
男
性
）

　

さ
つ
ま
町
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
ま

た
町
の
歴
史
や
自
然
に
対
し
て
お
褒
め

の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

永
野
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
は
来
年
２

月
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
い
た
だ
き
本
町
の
歴
史
に
触
れ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ほ
か
に

も
多
く
の
史
跡
等
が
あ
り
ま
す
の
で
来

町
さ
れ
た
際
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。
本
町

は
交
流
人
口
２
０
０
万
人
を
目
指
し
た

観
光
地
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本

町
の
良
さ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
今
後
も
幅
広
い
情
報
発
信
に
努
め
ま

す
。　
　
　
　

（
秘
書
広
報
係　
　

）

ど
も
二
人
（
６
才
・
１
才
）
の

父
で
す
。
実
家
が
神
子
で
、
帰

省
し
た
際
に
子
連
れ
で
過
ご
せ
る
場
所

探
し
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。
子
連
れ
で

楽
し
め
る
場
所
特
集
を
や
っ
て
い
た
だ

け
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

　
　
　
　

（
ゆ
と
け
ん　

30
歳
男
性
）

　

町
内
に
は
こ
ど
も
図
書
館
や
北
薩
広

域
公
園
、
観
音
滝
公
園
な
ど
多
数
の
施

設
が
あ
り
ま
す
。
い
た
だ
き
ま
し
た
ご

意
見
を
も
と
に
、
今
後
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。　
　

（
秘
書
広
報
係　
　

）

※
こ
の
ほ
か
に
も
お
便
り
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

文
章
は
、
紙
面
の
都
合
上
添
削
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。 花

　この販売代金につきましては、今後、物産館の室

内灯や外灯、防犯灯のＬＥＤ化など地球温暖化対策

に活用します。

※詳しくは、かごしまエコファンドのホームページ

　（http://kagoshima-ecofund.jp）か、役場耕地

　林業課林業振興係までお問い合わせください。

■お問い合わせ先

　さつま町役場　耕地林業課　林業振興係

　電話：53-1111（内線2432）

　消費税率の引上げによる影響を緩和するため、

平成27年度も「臨時福祉給付金」を支給します。

　対象と思われる方には、８月末に申請書をお送

りしています。申請期間内に必要書類を添えて申

請してください。

１．支給対象者　

　　基準日（平成27年１月１日）において、次の

　すべてに該当する人

（１）さつま町に住民登録がある

（２）平成27年度の住民税（均等割）が課税され

　　ていない

（３）課税されている人に扶養されていない

（４）生活保護の受給者ではない

２．給付額

３．申請期間

４．受付窓口

■お問い合わせ先

　さつま町役場　電話：53-1111　

　・福祉課　福祉係　　　（内線2131）

　・福祉課　子育て支援係（内線2133）

　「かごしまエコファンド制度」とは、事業者等

が自ら削減できない二酸化炭素排出量分を、間伐

等の森林整備による削減活動に投資することによ

りその埋め合わせをする仕組みです。

　町では、『霊峰「紫尾山」に抱かれたさつま町

の森林づくりによるエコプロジェクト』として、

町有林の間伐を行い、325ｔ分の二酸化炭素吸収

量の認証を受け、次の団体にカーボン・オフセッ

トとしてその一部を購入して頂きました。

第30回 国民文化祭
　　　 鹿児島県実行委員会

濵

対象者１人につき6,000円

平成27年９月１日（火）～

平成28年２月29日（月）

本庁　福祉課　福祉係・子育て支援係

鶴田・薩摩支所　町民福祉係



ちゃん

１歳で～す
毎月１番最初に
生まれた赤ちゃん

平成２6年９月８日生

ちゃん

両親から一言

父　伸　悟 さん

母　奈　保 さん

ひ ら い の え

虎居町公民会

笑顔いっぱい

　スクスク育ってね！！

平井 希依
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７
月
16
日
～
８
月
15
日
届
出
分
（
９
人
）
　敬
称
略

性
別

保
護
者

公
民
会

あ
か
ち
ゃ
ん

点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

７
月
16
日
～
８
月
15
日
届
出
分
（
36
人
）
敬
称
略

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会
等

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会
等

※
「
誕
生
・
お
く
や
み
」
は
、
届
出
人
が

　
同
意
さ
れ
た
方
だ
け
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【応募締切】

  ９月25日(金)消印有効

プレゼント

お便りをお寄せくださった方
の中から、３人にプレゼント。
たくさんのご応募お待ちして
おります♪

読者プレゼント

をぬいぐるみぬいぐるみ
さつまるちゃん

差し上げます！

　

国
内
最
大
の
文
化
の
祭
典
、
「
国

民
文
化
祭
」
が
10
月
31
日
（
土
）
か

ら
11
月
15
日
（
日
）
ま
で
、
県
内
全

市
町
村
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

さ
つ
ま
町
で
は
、
11
月
１
日

（
日
）
に
親
子
読
書
発
祥
の
地
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
「
こ
ど
も
読
書

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
。
薩
摩

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
は
絵
本

作
家
に
よ
る
講
演
や
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
に
よ
る
朗
読
、
民
話
を
題
材

に
し
た
児
童
劇
、
こ
ど
も
図
書
館
で

は
絵
本
作
家
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
や
、

全
国
の
読
書
活
動
グ
ル
ー
プ
の
発
表
、

紙
芝
居
な
ど
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
11
月
８
日
（
日
）
は
、

「
郷
土
芸
能
祭
」
、「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
®

＆
大
鍋
フ
ェ
ス
タ
」
を
宮
之
城
総
合

体
育
館
・
宮
之
城
運
動
公
園
特
設
ス

テ
ー
ジ
で
、
さ
ら
に
農
林
産
物
や
特

産
品
の
展
示
販
売
等
の
「
さ
つ
ま
フ

ェ
ス
タ
」
も
同
会
場
で
同
時
開
催
。

　

郷
土
芸
能
は
、
津
軽
三
味
線
全
国

大
会
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
や
日
本
民
謡
大

賞
グ
ラ
ン
プ
リ
の
方
を
は
じ
め
、
全

国
か
ら
13
団
体
出
演
い
た
し
ま
す
。

　

ゆ
る
キ
ャ
ラ
®は
全
国
か
ら
50
体

が
大
集
合
し
ま
す
。
人
気
キ
ャ
ラ
も

来
ま
す
。

　

大
鍋
で
は
、
全
国
鍋
グ
ラ
ン
プ
リ

優
勝
鍋
な
ど
４
団
体
が
ご
当
地
の
味

を
披
露
し
ま
す
。

　

秋
の
２
日
間
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
幅
広
く
楽
し
め
、
相
互
の
交
流

と
と
も
に
、
さ
つ
ま
町
を
全
国
に
発

信
す
る
絶
好
の
機
会
に
し
て
ま
い
り

ま
す
。

※主な会議及び行事を抜粋

　（各課・局との内部会議は省略）

きりとり線

町長の動静 （平成27年７月）
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全
国
市
町
村
職
員
共
済
会
連
合
会
総
会
（
東
京
都
）

辞
令
交
付
式
並
び
に
職
員
朝
会　

▽
来
客
対
応
（
川
内
川
漁
業
協
同
組
合
長
）

町
水
道
運
営
委
員
会

北
薩
地
域
土
改
連
連
絡
協
議
会　

▽
来
客
対
応
（
県
観
光
連
盟
事
務
局
・
串
木
野
海
上
保
安
部
長
）

町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
総
会

北
薩
空
港
幹
線
道
路
整
備
促
進
期
成
会
総
会　

▽
国
道
３
２
８
号
整
備
促
進
期
成
会
総
会

来
客
対
応
（
ラ
イ
ダ
ー
ズ
代
表
）　

▽
町
介
護
保
険
運
営
協
議
会

観
光
大
使
か
ぐ
や
姫
新
旧
表
敬
訪
問
・
関
係
者
交
歓
会

県
水
源
林
造
林
協
議
会
役
員
会
（
鹿
児
島
市
）

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
建
設
促
進
期
成
会
役
員
会
（
出
水
市
）

来
客
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（
竹
ア
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ト
岩
城
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）

課
長
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町
総
合
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策
定
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来
客
対
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川
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地
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体
障
害
者
協
議
会
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北
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地
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商
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会
青
年
部
若
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経
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張
大
会
並
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交
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会

公
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高
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集
定
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地
区
説
明
会　

▽
薩
摩
川
内
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バ
イ
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マ
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議
会
設
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会
（
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川
内
市
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婚
活
サ
ポ
ー
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事
業
発
足
式

職
員
朝
会　

▽
三
役
調
整
会
議　

▽
北
薩
地
域
振
興
局
農
林
水
産
部
長
へ
の
要
望
（
薩
摩
川
内
市
）

来
客
対
応
（
北
さ
つ
ま
農
業
協
同
組
合
長
）　

町
も
の
づ
く
り
企
業
振
興
会
と
高
校
等
進
路
指
導
教
諭
と
の
意
見
交
換
会

来
客
対
応
（
鹿
児
島
テ
レ
ビ
連
絡
員
）　

▽
町
自
衛
隊
父
兄
会
総
会

川
内
川
改
修
促
進
期
成
会
ほ
か
２
期
成
会
に
よ
る
九
州
地
方
整
備
局
合
同
要
望
会
（
福
岡
市
）

来
客
対
応
（
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）　

▽
Ａ
Ｌ
Ｔ
退
任
式

議
会
全
員
協
議
会
（
指
定
管
理
施
設
貸
付
関
係
）　

県
浄
化
槽
推
進
市
町
村
協
議
会
理
事
会
・
総
会
（
鹿
児
島
市
）　

▽
異
業
種
交
流
会

北
薩
地
域
森
林
・
林
業
振
興
協
議
会
総
会
（
薩
摩
川
内
市
）　

▽
ぶ
ど
う
収
穫
祭

課
長
会　

▽
県
農
業
会
議
通
常
総
会
（
鹿
児
島
市
）

薩
摩
西
郷
梅
生
産
組
合
総
会

来
客
対
応
（
前
関
東
さ
つ
ま
会
会
長
・
大
長
公
民
会
長
）

河
川
に
関
す
る
九
州
地
方
整
備
局
長
賞
受
賞
報
告
（
櫛
山
武
司
氏
）

来
客
対
応
（
県
建
設
業
組
合
宮
之
城
支
部
長
及
び
さ
つ
ま
建
友
会
長
・
ク
オ
ラ
理
事
長
）

見
積
書
開
札　

▽
さ
つ
ま
警
察
署
県
剣
道
大
会
優
勝
報
告　

▽
男
女
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き
い
き
推
進
会
議

来
客
対
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町
農
業
経
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会
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市
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光
協
会
）

北
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地
域
土
木
事
業
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会
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薩
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）　

来
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対
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（
ア
ル
テ
ン
ハ
イ
ム
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）　
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権
擁
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審
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会
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び
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町
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土
史
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ー
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）
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込
）

竹紙を使用しています
（竹パルプ 10％配合）

推計人口による

人　口　22,330人（ -52人） 

　男　　10,361人（ -29人）

　女　　11,969人（ -23人）

    世帯数　9,679世帯

 転入    31人　転出　  50人

 出生　  12人　死亡    45人

 （平成27年８月１日現在）

     （　）は前月対比

人の心に力を与えるフルート奏者に
　僕の夢は、オーケストラの楽団に所属し、演奏すること
です。
　今、僕は吹奏楽部でフルートを担当しています。中学一
年生から始めた初心者ですが毎日練習を積み上げることで、
少しずつ成長していきました。毎日練習していく中で気づ
いたことがあります。それは、音楽の「素晴らしさ」です。
音楽は、必ず人を元気にする力があると思っています。だ
から、僕は将来「辛い時」「悲しい時」その人の心にそっ
と「力」を与えられるようなフルート奏者になります。

※休日在宅医や薬局は都合により、変更になる場合があります。受診の際は、医療機関に電話で確認してください。町のホームページでも紹介しています。

９　月

10　月

９　月

10　月

6日

13日

20日

21日

22日

23日

27日

4日

林田内科

薩摩郡医師会病院

鬼丸整形外科

クオラリハビリテーション病院

てらだ内科クリニック

さつまクリニック

相良医院

立志病院

５３－１１７７

５３－０３２６

５６－８８１１

５３－１７０４

２１－３２３２

５７－００２０

５３－０１６０

５５－９１１９

6日

13日

20日

21日

22日

23日

27日

ウチ薬局

青空薬局

ふなき薬局

ｍｙ薬局さつま

さし薬局

ウチ薬局

うさぎ薬局

５３－００６３

５２－０１０１

２９－３２８１

２９－３１００

２１－３６１０

５３－００６３

５２－４１１６

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

4日 フタヤ薬局 ５９－２０３３☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎
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